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、H
場
職

H
t t
飯
の
引 

上
け
ら
れ
た
る

®
狀
を
見
れ
は
、
そ
の
大
部
分

.は

.臨
時 

手
常
そ
の
他
の
形
式
を

W
い
て
表
而
に
明
示
す
る
も
の 

尠
く
、
或
は
物
資
の
廉
賣
に
侬
り
、
或
は
生
活
必
需
物 

資
の
直
接
交
附
i t
侬

り

、
，何

れ

も

生

活

上

當

面

の

急

» 

に
應
せ
ざ
る
も
の
は
あ
ら
す
、
尤
も

.、
‘

』

れ
を
以
て
溫 

情
主
義
は
取
る
に
足
ら
す
、
こ
れ
亦
主
從
制
度
の
餘
弊 

、.な
論
し
去
ら
は
乃
ち
已
む
、
鬼
も
灼
も
、
か
く
の 

如
き
議
論
は
別
個
の
問
題
に
讓
ト
、
單
に
表
面
に
明
示 

せ
る
®
銀
の
み
を
拉
し
來
り
て
、
實
際
の
收
入
额
に
對 

し
て
は
、
こ
れ
を
間
却
す
る

.の
、風
あ
る
は

、
.再
人
は
こ

,

の
輩
を
以
て
、
亂
を
好
む
の
性
、
徒
ら
に
無
用
の
僻
を 

强
ゆ
る
も
の
と
認
め
て
、
決
し
て
差
支
あ
る
可
き
を
数 

え
す
、
か
の
同
盟
煺
エ
の
發
動
が
技
術
上
米
熟
低
級
の 

勞
働
对
の
手
に
因
る
こ̂

多

く

し

て

"

鍊

達

せ

る

技

能 

|

を
有
す
る
、
圆
滿
な
る
企
業
的
人
格
者
に
依
り
て
發
葸 

|

せ
ら
る
、
こ
ビ
尠
き
の
事
實
は
、
半
而
に
於
て
罷
:1
:

運 

i

動
の
眞
闪
凡
そ
那
邊
に
伏
す
る
や
を
推
貉
す
る
に
足
る 

|.

可
し_

、
以
上
はH

場
勞
侧
消
に
關
し
て
な
れ
典
、
エ
圾 

外
勞
働
对
(C

あ
り
て
も
亦
然
卩
、
素
ょ
b

工
場
外
努
働 

翥
の
或
漭
例
へ
は
街
頭
人
カ
艰
夫
の
如
き
に
ヤ
り
て
は 

j
.

生
活
费
騰
貴
の
故
を
以
て
す
る
も
、
そ
の
賃
銀
の
引
上 

|
を
何
處
に
も
：要
求
し
得
可
か
ら
す
、
勿
論
、
街
頭
人
力 

\

取
夫
の
問
に
於
て
名
紕
合
な
9

に
あ
ら
ざ
れ
は
、
紐
合 

の
決
議
を
以
て
貨
|

の
眾
侦
を
?1

上
く
る
こ
と
可
能
な 

_

ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
而
も
、

一
方
に
舉
惯
を
引
上
け
て

猶
能
く
從
來
の
就
業
件
數
を
維
持
せ
ば
崔
だ
可
な
6

、
 

唯
、.

こ
れ
が
爲
め
に
就
業
仲
數
の
著
し
{
滅
却
す
る
こ

と
あ
ら
ば
、
遂

R

何
れ
の
手
段
に
依
り
て
騰
赀
せ
る
生 

活
費
を
支
持
せ
む
や
、
街
頭
人
カ
^
失
が
總
同
盟
罷
業 

を
斷
行
し
た

b

,
 

S

て
、
：世
人
は
甕
も
« .

か
す
、
街

«

<

 

カ
難
夫
自
ら
餓
死
を
急
く
の
結
艰
に
了
ら
む
の
み
、
幸 

に
む
て
、
本
邦
勞
働
界
の
規
狀
は
か
く
の
如
き
^
機
に 

臨
め
る
も
め
に
あ
ら
ず
：、.

工
場
外
勞
働
者V」

雖
も
エ
場

. 

者

w

雁
行
し
て
、
1

« :
^

«

者
が
：，.

ー
方
に̂

活
#
の
激 

:

騰
ぁ
れ
は
、
他
方
亦
賃
銀
の
實
收
太

R

增
额
せ
る
が
如 

く
、
，H

場
外
勞
働
者
％
亦

1
而
に
生
活
費
騰
貴
の
攻
め

A

 

?

も
の
は

r

 

f

f

i間
.

の
好
景
氣
に

#

い
就
業
#
數
の
著 

し
く
增
加
せ
る
冬
の
あ
!)
:

:

て
こ̂

を
防
箩
得
珂
く
、
M 

に
賃
銀

.

單
位
の
引
上
け
ら
れ
た
る
も
0
あ
み
：て
、
'今
や 

却
て
頗
る
有
利
の
地
位
に
安
む
し
つ
、
あ
り
、
然
る
に 

最
近
に
於
て
菩
人
の
甚
だ
意
外̂

す
る
琪
實
は
R I

現
し 

た
り
、
そ
は
他
事
に
あ
ら
す
し
て
、
近
來
續
發
す
る
同 

盟
罷
エ
脚
の
多
數
が
、
そ
の
發
動
の
理
由
^
し
て
第
一 

R

揭
く
る
も
の

'

に
、
東
京
商
業
會
議
所
の
調
蜜̂

秫
し

.

第

:！
:
'
1
£
> 

G

s

i

)
-

雜

錄

、

同
盟
擁
ェ
の
原

5 て
、
物
偵
ビ
貨
輝
ど
の
比
例
率
を
以
て
ず
る
こ
，t

、1 

世
の
流
行
た
る
が
如
ぎ
觀
あ
る
こ
ど
こ
れ
な
り
、
I s

®

■.に
同
盟
罷
エ
圆

.が
揭
け
て
以
て

"
宣
.言
中
の
有
力
な
る 

.資
料

^
'ホ
す
の
風
あ

.る
の
み
な
ら
す
、
世
の
勞
働
間
題 

\

を
論
し
生
活
問
題
を
草
す

.ん
の
人
々
も
、
相
次

5

比 

\

例
率
を
引
用
し
敢
て
及
は
ざ
る
を
恐
る
>

の
態
め
る
こ

.
 

j  

S
こ
れ
な
り
、
吾
人
は
更
に
最
近
に
茧
り
て
先
き
に
は 

j

短
詩
人
ど
し
て
名
あ
り
近
く
は
女
流
論
客
と
し
て
聞
ゆ 

る
某
夫
人
ま
て
が
？
該
此
例
率
を
引
用
せ
る
を
見
れ
る 

•が
、

こ

れ

寧

ろ

噴

飯

：せ

ざ

る

を

得

中

、

そ

も

そ

も

.
、
'
該 

比
‘例
率
な
る
も
の
の

m
fi
r
fは
束
京
商
業
會
議
所
«
節
堀 

英
文
氏
が
發
表
し
た
る
物

®
對

賃

銀

に

關

す

る

數

稱

の

，，

一
意
見
書
な

.

る
が
如
し
、
堀
氏
於
硏
究
調
耷
の
事
に
忠
實 

な
る
は
菩
人
の
敬
服
す
る
所
な
れ
共
、
而
も
菩
人
は
不 

幸
に
し
て
氏
の
意
見
に
對
し
て
大
な
る
疑
惑
を
抱
く
ビ 

同
時
に
、
亦
世
間
に
傳
ふ
る
所
の
も
の
或
は
氏
の
說
を 

K

.

る
，
も

の

な

き

や

の

懸

念

な

^

;

に
：
あ

ら

ず

、

浞

む

や

、
， 

a

f t

關
す
る
疑
腓 

f

 

i

1

四
七
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雜

錄

新

刊

紹

介
ニ 

r
昨

令

績

出

：
の

.间

盟

罷

.エ

亿

關

し

1:
は

_

東

京

商

業

會

議

" 

所

の

»

赉

に

係

る

物

價

對

货

銀

說

が

‘こ

れ

を

挑

發

し

た

 

る
や

の

觀

な

き

に
ぁ
ら
ず
、

「

と
港
間
に
喧
傅

^

れ

つ

> 

ぁ

云

ふ

^

至

♦

て

ば

、

來

京

#

業

會

議

所

が

：全

國

 

:

^
於

け

る

商

エ

© 1
體

の

# !
«

た

る

.關

係

上

、

事

德

裳

に

\ 

容
易
な
ら
ざ
る
も
の
ぁ
令
と
云
は
ざ
る
可
か
ら
ず
、

吾

 

人

は

玆

に

-順

序

と

じ

.て

，、

掘

氏

の

意

见

書

を

駿

す

る

の

 

必

^

を

^

む

」
(

未

究

)

.

.

.

.
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.

支
那
の-
财
政
は
硏
究
渚
に
取
つ
て
、
大
な
る
迷
営
に 

し
て
、
與

:?
1

相
を
理
解
す
る
こ
ど
、
極
め
て
難
し
。
支 

那
の
稅
關
又
は.
一
般
官
廳
等
^
職
を
泰
じ
た
る
外
國
人 

-

の
支
那
財
政
k-

關

ず

：
る

著

書

な

：さ

に

非

ず

V」

雖
も
、
大 

へ
，
な

る

信

用

.
を
與
ふ
る
能
は
ず
。
余
は
.
一
昨
年
北
京
滯
在 

中
賈
±

毅
氏
の
著
作
に
係
名「

民.
國
财
政
史」

_ (

上
卞
|
一
 

I,..

册
一
千
六
百|

一
十
頁
に
上
る
大
著
な
6.

)

：を
#

ャ
、
‘支 

.

那
現
行
の
财
政
制.
度
苦
し
く
は
：法
親
を
知
る
の
便
に
迪 

し
つ
、
あ
6
 V

J

雖
も
、
財
政
^

對

.す

る

正

確

な

る

評

論
 

•
に

至

つ

て

は

、

容

易

，に

之

.
を
得
る
能
は
ざ
り
きo 

本
書
の
著
恶
ォ
ー
グ
ァ
ー
‘：ラ
ッ
ク
氏
の
硏
究
し
た
る 

所
は
’所
彻
支
那
借
欵
問
题
に
し
て
、
闽
ょ
b

支
那
財
政 

輪
を
以
て
之
を
見
る
能
は
ず
と
雖
も
、
外
國
借
欵
は
支 

那
を
し
て
財
政
上
の
方
面
に
於
て
諸
外
國V

J

の
關
係
を 

丨
交
錯
せ
し
む
る
所
以
な
る
ビ
共
に
、
近
年
の
狀
況
を
以 

て
、
剑
斷
す
る

.

じ
き
は
、
交
那
の
借
欵
政
策
が
今
後
如 

何
に
. S
- M

し
て
、支
那
自

#

に
災
禍
を
及
ぼ
す
や
、測

&

細
る
可
か
ら
ざ
る
今
ぼ
に
於
て
は
V

颇
る
時
機
を
得
た 

る
も
の
ヾ
し
す
可
し
。«

ir
に
於y

支
那
借
歎
の
现
論
を 

述

べ

、
：
第

一

章

に

於

.ア

千

八

苗

九

十

五

年

前

に

於

け

る
 

支
那
と
諸
外
國
ビ
0

關
係
を
說
&

、
奶
ー一

章
ょ
6

第
七 

窜
に
至
る
丄
ハ
«
に
於

て

は

英
、i i

、露
、©
ハ
日
、
米
の
順

. 

序
を
以
て

、

是
等
諸
國
の
支
别
に
對
す
る.
對
支
m

欽
政 

策
を
評
論
-L
、
第
八
章
に
於
て
國
際
管
趣
の
問
題
に
入 

り
'

結
論
に
數
K

を
费
し
、
1®
後
^
詳
細
な
る
ビ
ブ
リ 

ォ
'ダ
テ：

ヒ
ー
を
添
へ
た
け
。
其

H

本
に
i l

す
る
部
分
を 

通
饋
す
る
に
、
條
約
公
文
# :
に.
依
て
、
支
那
に
於
け
る 

H

本
の
地
位
に
就
て
、
勉
め
て
公
平
な
る
觀
察
を
下
さ 

ん
S

し
た
る
が
如
く
な
れ
?

も

、
"
尙

ほ

ー

般

の

米

國
人 

同
じ
く
、
日
本
の
勢
力
を
過
重
視
し
、「

支
則
に
於
け 

る
西
洋
賭M

の
it
借
は
漸
次
®

敗
し
て
、
ニ
方
に
日
本 

の
撒
督
は
次
第
に
上
巡
せ
ん

S

す

。

其

永

久

，
の
平
和
ヾ
し 

獬
す
る
は
實
は

R

本.
の
}

^
和
に
し
て
、
.日
本
は
東
蔸
に. 

於
て
禅
制
的
邾
主
れ
り
、
免
高
保
縱
者
れ
ふ
ざ
れ
ば
已 

;

m

十n
i '(

1

5

5) .

雜
，

錄
-

熟
刊
紹
介.

ま
ざ
る
可
し」

.

ビ
云
へ
る
が
如
き
、
叉
特
1;
石
井
ラ
ン 

シ
ン
グ
協
約
の
條
项
を
擧
げ
て
"
支
那
に
於
て
ニ
國
の 

財
政
上
に
協
同
す
る
の
必
要
を
力
説
し
た
る
が
如
き
、

«

當
今
米
國
人
が
# 1

支
問
题
に
就
て
、
日
本
人
に
對
し
て 

|

如
何
な
る
感
想
を
懷
き
つ 

>

ぁ
る
や
を
明̂

す
可
く
、

一
眾
に
乾
燥
な
る
支
那
借
欵
史
論
に
止
ま
ら
ざ
る

'

な
b

。

\

第
二
、
第
三
は
莊
歐
洲
支
那

_

防
協
食
、
在
佛
國
支 

那
民
主
政
治
委
員
會
幷

k

奸̂

r s
s

那
留
學
生
本
部
等 

■

の
名
義
を
以
て
、
發
刊
せ
ら
れ
、
何
れ
も
講
和
會
議

U

-
 

際
し
、

.

國
際
政

•

治
に
於
け
る
支
.那
の
立
脚
地
を
改
善
す 

る
の
目
的
を
以
て
、
世
上
に
®
布
せ
ら
れ
た
る
ブ
ロ
パ 

■■

ガ
ン
ダ
用
の
册
子
な
ぅ
、
然
れ

V」

も
是
等
の
册
子
に
於 

j

て
論
す
る
所
に
は
1 £

々
堂
々
た
る
も
の
ぁ
り
。
即
ち
賭 

外
國
が
條
約
を
以
て
、
支
那
に
低
率
な
る
關
稅
の
赋
課 

を
强
ゆ
る
は
、
支
那
に
：於
け
る
產
業
の
發
達
を
妨
げ
、
 

又
支
那
を
し
て
憲
金
稅
其
依
賴
す
る
の
‘已
む
を
得
ざ
ら 

し
め
、
菅
に
支
那
の
み

«

必̂

、
世

.

界
を
雜
げ
て
、
損 

: 

.
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